
埼玉県コンテナラウンドユース推進の取組

平成２７年度検討結果概要と平成２８年度の活動内容について
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資料1

平成28年７⽉26日 第５回埼玉県コンテナラウンドユース推進協議会
1埼玉県 都市整備部 都市計画課
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平成26年度 平成27年度 平成28年度
次年度
以降

協議会

構成員数
（団体数）

社会実験
取得データ
（ラウンド数）

１
10/21
協議会
設立

３
7/229/5

事前
説明会

４
2/17

２
3/20

５
7/26

６
2/9
予定

２６

７４

ＳＣＲＵの取組状況

お試しデポ２ヶ所

２４５

１,９６２



輸出企業
（３７社）

輸入企業
（６５社）

コンテナを港に返却することなく
継続して利用

内陸コンテナ置場
（タイミング調整）６か所

陸運事業者（２４社）

船会社（１４社）
港
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社会実験報告件数 と 参加企業数

報告件数１,６５９件

（H28.1⽉末までの実績）

１ラウンド：１件

（内貨転用１１件含む）

【社会実験】

ＳＣＲＵの取組状況

ＣＲＵに取り組む企業数
合計 １４６社

ｺﾝﾃﾅﾗｳﾝﾄﾞﾕｰｽ実施前 19,753時間 →    実施後11,936時間

■コンテナ輸送距離 33.4％減

平均74.4km減／ﾗｳﾝﾄﾞﾕｰｽ１回

■ＣＯ２ 130.0 トン削減（総計）

スギ 9,278本／年 CO2吸収相当ｺﾝﾃﾅﾗｳﾝﾄﾞﾕｰｽ実施前 367,281km→ 実施後 245,803km

■輸送時間 39.6％減

平均4.7時間減／ﾗｳﾝﾄﾞﾕｰｽ１回

■輸送コスト 21.2％減

埼玉県都市計画課 試算
（H28.1月末までの実績に基づく試算結果）

※算定資料 経済産業省及び林野庁
輸送距離の削減に加え、港の待ち時間でのアイドリン
グ削減も燃料消費量1.25L/hで試算し加えている

※算定条件 Ｓ58タリフ

※算定条件
走行距離及び所要時間は国土交通省NITAS（全国総合交
通分析システム）により計測
港の待ち時間は、東京港60分、横浜港50分、川崎港10分と
して試算

(*東京港と横浜港は、各県トラック協会による「コンテナ
ターミナルにおける海上コンテナ車両待機時間調査結
果」に基づき概ねの平均値として設定.。川崎港は川崎
市ヒアリング結果に基づく)

内貨転用は、輸入側のみ効果を試算

効 果
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【社会実験】

ＳＣＲＵの取組状況
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Ａ

埼玉県のコンテナ貨物

流動特性

【統計データ】

Ｂ

埼玉コンテナラウンドユース

社会実験

【社会実験データ】

ＣＲＵの現状と課題

平成２７年度検討結果概要

推進案



ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー
コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー
コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件



埼玉県のコンテナ貨物量

コンテナ本数 年間 24万4千本
月 2万本
日 1,019本
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輸入 輸出

資料：「全国輸出入コンテナ貨物流動調査」（国土交通省、H5～H25）に基づき作成。
※埼玉県を輸入の消費地、輸出の生産地とする貨物量（フレートトン）。
※H5～H20は10月、H25は11月に実施した調査（１ヶ月間調査）。コンテナ本数は、H25から調査開始。年間、日の本数は、月値から換算。
※なお、2008年値は、2008年9月15日リーマンショックの影響で全国的に少ない。

【統計】

平成２７年度検討結果概要

年間 11万3千本
月 9千本
日 472本

ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立



13

【統計】

平成２７年度検討結果概要

【社会実験】

【貨物量（市区町村別)】　

円の大きさは、

貨物量（トン）を示す

輸入　輸出 輸出（荷積）

輸入（荷降）

内陸コンテナ置場

コンテナ貨物の地理的分布
社会実験で把握されたＣＲＵの地理的分布

比較
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの可能圏域

直送型

（輸入荷降→輸出荷積） （輸入荷降→内陸コンテナ置場） （内陸コンテナ置場→輸出荷積）
内陸コンテナ置場利⽤有

内陸コンテナ置場

輸入
（荷降）

輸出
（荷積）

輸入
港

輸出
港

平均 29km 平均 38km 平均 11km

95%が
70km以内
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【社会実験】



50km

100km

東京港から
150km
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの可能圏域

タツミデポ
から

八潮運輸デ
ポから

熊谷貨物ター
ミナル駅から

～20km

～30km

～70km

70km～

※仮に県内３ヶ所にデポを置いた場合の道路距離圏

注：・仮に県内に３ヶ所のデポを置いた場合、各デポを起
点として道路距離70km圏内に市区町村役場が含
まれる範囲をそれぞれのデポの圏域とした。

・なお、東京港からの道路距離の方が近い場合は、
除いている。

・走行距離は、国土交通省NITAS（全国総合交通分
析システム）により、計測。

ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立



コンテナ種類・サイズ
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資料：「全国輸出入コンテナ貨物流動調査」（国土交通省、H25） に基づき作成。
コンテナ本数ベースの集計値。
グラフの埼玉県とは輸入の消費地又は輸出の生産地が埼玉県の貨物。

コンテナ
種類

コンテナ
のサイズ

（ドライコンテナ）

輸入 輸出
【統計】 【社会実験】

平成２７年度検討結果概要

ドライ
100.0%

40HC

92.5%

40GP

7.1%

20GP

0.4%

ドライ, 75.0%

リーファ, 5.8%

その他, 1.1%

種類不明, 18.1%

埼玉県

輸入

ドライ, 97.6%

リーファ, 0.7%

その他, 0.1%
種類不明, 1.5%

埼玉県

輸出

45ﾌｨｰﾄ, 0.5%

40ﾌｨｰﾄ・ﾊｲｷｭｰ

ﾌﾞ, 17.4%

40ﾌｨｰﾄ, 33.4%

20ﾌｨｰﾄ, 40.7%

12ﾌｨｰﾄ, 0.1%

その他, 0.2%
長さ不明, 

7.7%

埼玉県

輸入

45ﾌｨｰﾄ, 1.4%

40ﾌｨｰﾄ・ﾊｲｷｭｰ

ﾌﾞ, 39.9%

40ﾌｨｰﾄ, 20.8%

20ﾌｨｰﾄ, 16.8%

12ﾌｨｰﾄ, 0.1%

その他, 0.0%

長さ不明, 21.0%

埼玉県

輸出

ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立



船社の一致率
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平成２７年度検討結果概要

NO 船社名 輸入シェア 輸出シェア 船社の一致率

１ A船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

２ B船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

３ C船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

４ D船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

５ E船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

６ F船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

７ G船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

８ H船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

９ I船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

１０ J船社 １／１０ × １／１０ ＝ １／１００

１０社合計 １０／１００＝１０％

仮に、県内におけるA船社の輸出入シェアがともに10％だとすると、船社の一致率は、1/10×1/10＝1/100＝１％。
10社合計で、船社の一致率の合計は10％。

船社の一致率

20

平成２７年度検討結果概要

NO 船社名 輸入シェア 輸出シェア 船社の一致率

１ A船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

２ B船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

３ C船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

１８ R船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

１９ S船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

２０ T船社 ５/１００ × ５/１００ ＝ ２５/１００００

２０社合計 ５００／１００００＝５％

仮に、県内におけるA船社の輸出入シェアがともに5％だとすると、船社の一致率は、5/100×5/100＝25/1000＝0.25％。
20社合計で、船社の一致率の合計は5％。



ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立

内陸コンテナ置場の利用状況

22

【社会実験】

平成２７年度検討結果概要

内陸コンテナ置場の
利用状況

利用有
623件､
38％

利用無
1,036件､

62％

内陸コンテナ置場での
滞留は5日以内が73％

内陸コンテナ置場

・利用無

内陸コンテナ置場

輸入
（荷降）

輸出
（荷積）

輸入
港

内陸コンテナ置場

・利用有

当日が54％、
翌日までで80％

輸出
港

荷降日から荷積日の間の日数



ＣＲＵの成立条件
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平成２７年度検討結果概要

ＣＲＵの成⽴フロー

地理的条件

コンテナ種類・サイズの一致

船社の一致

スケジュールの同期

その他の条件

コンテナ本数
（輸入・輸出）

ＣＲＵの成立

その他のＣＲＵ成立条件

24

平成２７年度検討結果概要

企業ヒアリングから得られた意⾒
メリット � ドライバー不足への寄与

� 輸送コストの削減
� ＣＯ２等環境負荷軽減
� 顧客に対する営業の材料

デメリット � 管理の手間の増加
� コンテナチェック作業の発生
� コンテナダメージの責任に対するリスク（事故リスク）
� コンテナの内陸での滞留リスク（空ポジリスク）
� 顧客流出の可能性

ＣＲＵの
成立条件

� CRUのパートナー探しのための出会いの場が必要
� タイミング調整のための内陸コンテナ置場（デポ）が重要
� 船社の一致がネック ⇒船社の巻き込みが必要

⇒ＳＯＣへのチャレンジが必要
� コンテナのグレードの問題
� 運営方法の問題（情報共有方法、デポ活用有無 等）
� 責任範囲の明確化が課題
� 広域連携が重要



ＣＲＵに関する課題
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ＣＲＵに関する課題

�マッチングにおける課題

�成⽴条件に関する課題

コンテナ本数の拡大

情報共有

CRU新規導入検討企業の取り込み

内陸コンテナ置場の利用拡大

ＳＯＣ、内貨転用

別紙　ＣＲＵのパートナー募集情報 資料1 別紙

埼玉県内 ドライ 20ft 86（普通） ２軸

その他 リーファー 40ft 96（HQ） ３軸 取扱注意

その他 45ft その他 その他 SCRU協議会構成員限り

その他 （H28.7.26第５回協議会）

（パートナーを探している輸入コンテナ） ※は必須項目 ⇓ ⇓ ⇓ ⇓

（市町村名まで） （詳細住所）
※ ※ ※ ※ ※ ※

1 1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 2 1

9 2

10 3 1

11 2

12 3

13 4 1

14 5 1

15 2

16 3

17 4

18 5

19 6

20 7

21 6 1

22 2

23 7 1

24 2

25 3

26 4

27 5

28 6

29 7

30 8 1

31 2

32 9 1

33 10 1

34 11 1

35 2

36 3

37 4

38 5

39 12 1

40 13 1

41 2

42 3

輸入計 0 ※SCRU構成員限定資料です。他への資料提供は他社への迷惑となるのでおやめ下さい。

　うち、埼玉県内のみ 0

（パートナーを探している輸出コンテナ）

（市町村名まで） （詳細住所）
※ ※ ※ ※ ※ ※

1 1 1

2 2

3 2 1

4 2

5 3

6 3 1

7 4 1

8 2

9 5 1

10 2

11 3

12 6 1

13 7 1

14 2

15 3

16 4

17 5

18 6

19 8 1

20 2

21 3

22 9 1

23 10 1

輸出計 0 ※SCRU構成員限定資料です。他への資料提供は他社への迷惑となるのでおやめ下さい。

　うち、埼玉県内のみ 0

仕向港 その他
特記事項

コンテナの
種類

コンテナの
サイズ

コンテナの
高さ

車両の
軸数

コンテナ量
(本/月）

船社名

船社名 仕出港 その他

特記事項

輸出
総
No

会社
No

No 貴社名 荷主名 荷積場所

荷降場所 コンテナの

種類

コンテナの

サイズ

コンテナの

高さ

車両の

軸数

コンテナ量

(本/月）

輸入
総

No

会社

No

No 貴社名 荷主名

ＣＲＵのパートナー募集情報
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ＣＲＵに関する課題

今回の
「ＣＲＵのパートナー募集情報」

資料１別紙
ご参照ください

前回協議会で
「ＣＲＵのパートナー募集情報」

を公開した企業のその後

マッチング相手が
見つかった
5社、33％

N=15社

マッチングは
しなかったが、

問合わせはあった
2社、13％

問合せなし
1社、7％

問合せなし
ただし、協議会に

入ったことで、相手が
見つかっている

7社、47％



目 次

27

１．ＳＣＲＵの取組状況

２．平成２７年度検討結果概要

３．平成２８年度の協議会の活動内容
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�マッチングにおける課題

�成⽴条件に関する課題

コンテナ本数の拡大

情報共有

CRU新規導入検討企業の取り込み

内陸コンテナ置場の利用拡大

ＳＯＣ、内貨転用

平成２８年度の協議会の活動内容
平成２８年度の協議会の活動内容

分科会



分科会について
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平成２８年度の協議会の活動内容

◆ＣＲＵの実務レベルの議論の場として分科会を設置ねらい

実施方針 �民を主役とした分科会運営

�参加メンバー全員によるフリーな討議

�年度内全６回程度を目処に、柔軟に運営

ルール ◇参加者はすべて対等

ＣＲＵの経験者と未経験者、ともに学び合おう

自分のため、相手のため、みんなのため

◇社会通念や常識にとらわれない新しい発想

多彩なアイデアを持ち寄りましょう！！

分科会について

30

分科会名 テーマ 世話役 実施時期と内容
事前
ｱﾝｹｰﾄ

ＣＲＵ先
進部会

� ＳＯＣ
� 内貨転用

濃飛倉庫運輸㈱
日本高速輸送㈱
日本フレートライナー㈱

【日時】H28.8.30(火)午後
【場所】埼玉県庁周辺
【内容】・各方式の詳細説明

・ＳＯＣや内貨転用の実施可能性についてフ
リーディスカッション

１８社

輸出入
情報共
有部会

� 情報共有の
仕方につい
て

� マッチング
相手探し

日本通運㈱ 【日時】H28.8.30(火)午後
【場所】埼玉県庁周辺
【内容】・輸出入情報共有の可能性についてフリー

ディスカッション

１９社

お試しデ
ポ体験部
会

� デポ見学
� コンテナ

チェック講
習

タツミトランスポート㈱
八潮運輸㈱

【日時】H28.10月中・下旬予定
【場所】タツミデポ（狭山市）

八潮運輸デポ（八潮市）
【内容】・デポ見学（コンテナチェック講習等）

７社

参加者募集！

残り開催予定 【日時】H28.11月下旬予定 【内容】皆様が議論したい事項 ＋ マニュアル検討
【日時】H29.3月中旬予定 【内容】皆様が議論したい事項 ＋ 次年度方針検討

平成２８年度の協議会の活動内容
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�マッチングにおける課題

�成⽴条件に関する課題

コンテナ本数の拡大

情報共有

CRU新規導入検討企業の取り込み

内陸コンテナ置場の利用拡大

ＳＯＣ、内貨転用

国際物流総合展
への出展

平成２８年度の協議会の活動内容
平成２８年度の協議会の活動内容

コンテナラウンドユースの

紹介・導入促進動画
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�協議会（ＳＣＲＵ）と構成員の
活動のＰＲの場

�新たな仲間の獲得

ねらい

国際物流総合展への出展について

名称 国際物流総合展2016 LOGIS-TECH TOKYO 2016
目 的 内外の最新物流機器・システム・サービス等のソフトとハードを一堂

に結集し、交易振興・技術の向上・情報の提供・人的交流等を促進す
ることを目的とする。

メインテーマ 物流展で見つけよう～課題解決のネクストステップ～
会 期 2016年9月13日（火）〜16日（金）10：00〜17：00
会 場 東京ビッグサイト（東京国際展示場）

主催 一般社団法人 日本産業機械工業会、一般社団法人 日本産業車両協会、
一般社団法人 日本パレット協会、一般社団法人 日本運搬車両機器協
会、一般社団法人 日本物流システム機器協会、公益社団法人 日本ロ
ジスティクスシステム協会、一般社団法人 日本能率協会

出展対象 保管機器システム、仕分けシステム、ピッキングシステム、搬送シス
テム、産業車両、運搬車両、パレット・コンテナ、サードパーティロ
ジスティクス、エンジニアリング・コンサルティング、情報機器・ソ
フトウェア、保管・輸送サービス、物流機器部品、物流業務支援製
品・サービス、リスクマネジメント、トラック、出版・団体
集中展示コーナー『拠点進出ソリューション』『環境にやさしい包装
システム』、

来場対象 運輸・倉庫、小売・卸売・商社、機械・精密機械、輸送用機器、電
気・電子、食品、化学・エネルギー、建設・土木、鉄鋼・金属、医
薬・化粧品、紙・パルプ、繊維・アパレル、情報・サービス、出版、
官庁・団体・学校

展示予定規模 450社／1,850小間（前回418社／1,701小間）
入場登録料 ￥1,000（消費税込）※招待状・事前登録証をご持参の方は無料
来場登録予定者数 60,000名（前回54,686名）
入場予定者数 135,000名（前回132,503名）

出展者名

埼玉県コンテナラウンドユース推進協議会

国際物流総合展とは
国内最大規模の物流の展示会、２年に１回開催

平成２８年度の協議会の活動内容



国際物流総合展への出展について
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ブース出展 プレゼンテーションセミナー

【日時】 H28(2016).9.16(金)11:00～11:30
【場所】 セミナーＢ会場

（30分間、座席数100名、参加料無料）

【テーマ】 埼玉県から始まる構成員相互で推進する
海上コンテナ物流の効率化
－取組概要と事例発表－

No 時間 発表内容（案） 発表者（案）

1 ４分 埼玉県におけるコンテナラウンドユース推進

の取組紹介

埼玉県

2 5分 ※動画

コンテナラウンドユースのすすめ

～埼玉県でつながるラウンドユースの輪～

（埼玉県）

3 5分

4 5分

５ 5分

６ 1分 挨拶（協議会への参加案内） 埼玉県

【日時】 H28(2016).9.13(火)～16(金)
10:00～17:00

【展示内容】・ＣＲＵのパンフレット、動画、パネル
・構成員のＣＲＵに関するＰＲ資料
・埼玉県の地域情報（企業誘致、観光等）

(※資料は、8/31(水)までに300部ご提供ください)
希望者募集！

募集！

事前ｱﾝｹｰﾄ
希望５社

平成２８年度の協議会の活動内容

事前ｱﾝｹｰﾄ
希望６社

（希望者から調整予定）

コンテナラウンドユースの紹介・導入促進動画について
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動画の構成

○本編 ：５分程度
○構成員企業インタビュー編 ：３分程度

フェーズ 内容

０ タイトル コンテナラウンドユースのすすめ

～埼玉県でつながるラウンドユースの輪～

1 課題・問題 �海上コンテナ物流の現状

�SCRUの成果

�解決方法 ～コンテナラウンドユース～
2 解決方法

3 ＣＲＵ推進の仕組

み

�SCRU設立の背景

�SCRU ～CRUを進める仕組み～

4 協議会活動 �５回の協議会を開催

�お試しデポ

５ 県がめざすこと 埼玉県内の持続的な物流環境を目指して

埼玉の可能性、可能性を実現するために

６ メッセージ 一緒に取り組みませんか？

�輸出入を行う企業に広くＣＲＵを認
知してもらう

�新規導入者に対するＣＲＵの紹介
（仕組み、効果）

�ＳＣＲＵの活動のＰＲ

ねらい

用 途

◇国際物流総合展でお披露目

◇その後は、埼玉県ＣＲＵのＨＰ以上での公開を想定

（企業インタビュー編の取扱は、検討中）

平成２８年度の協議会の活動内容

事前ｱﾝｹｰﾄ
希望10社

本日撮影！
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�マッチングにおける課題

�成⽴条件に関する課題

コンテナ本数の拡大

情報共有

CRU新規導入検討企業の取り込み

内陸コンテナ置場の利用拡大

ＳＯＣ、内貨転用

平成２８年度の協議会の活動内容
平成２８年度の協議会の活動内容

コンテナラウンドユースの

新規導入マニュアル

コンテナラウンドユースの新規導入マニュアルについて
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マニュアルの構成（案）

事例編への掲載希望者募集！�ＣＲＵを行いたい企業の実務に役立つ
手引書
※名称は、今後検討
「マニュアル」「手引き」「手順書」等

ねらい

用 途

◇次回協議会（H29.2.9(木)）での公開を目途に作成

◇その後は、埼玉県ＣＲＵのＨＰでの公開を想定

項目内容 内容

はじめに 埼玉県から挨拶

序．マニュアルのねらい

１．ＣＲＵとは ・ＣＲＵとは

・ＣＲＵの効果

２．ＣＲＵの進め方 ・ＣＲＵの流れ

・ＣＲＵの留意点

３．ＣＲＵの事例 ・通常のＣＲＵの紹介（数例）

・先進的なＣＲＵの紹介（数例）

ＳＯＣ、内貨転用

４．ＣＲＵの相談窓口 ・埼玉県

・協議会構成員メンバー一覧

５．活用できる制度等 ・補助制度等の一覧

作成方針
◇分科会でもご議論いただきながら作成

冊子（30頁程度）

平成２８年度の協議会の活動内容

事前ｱﾝｹｰﾄ
希望６社

記載して欲しい内容のご意見募集！
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�マッチングにおける課題

�成⽴条件に関する課題

コンテナ本数の拡大

情報共有

CRU新規導入検討企業の取り込み

内陸コンテナ置場の利用拡大

ＳＯＣ、内貨転用

国際物流総合展
への出展

平成２８年度の協議会の活動内容
平成２８年度の協議会の活動内容

コンテナラウンドユースの

紹介・導入促進動画

分科会

コンテナラウンドユースの

新規導入マニュアル

埼玉県の今後の方針
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�埼⽟県では、地理的メリットや充実した交通網を活かし
た社会基盤の整備などを通じ、企業⽴地の促進や既存⽴
地企業の活動の活性化を図る。

�また物流効率化に向けた取り組みを積極的に⽀援し、産
業の活性化に繋げていきたい。

�本協議会活動により、引き続き官⺠連携での物流効率化
の取組を推進していく。



おわりに
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今後も協議会の運営に
ご協力をお願いします

埼玉県マスコット「コバトン」

埼 玉 県 で つ な が る ラ ウ ン ド ユ ー ス の 輪


